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ま え が き
　平成25年 12月「秦の郷　歴史遺産」冊子を発行、この度、第二弾として「秦
の郷　史跡巡り」史跡由緒集を作成いたしました。
　作成に当たり、文献、ネット検索、諸先輩の話等により情報を収集し、
編集しました。歴史については諸説あり、難しいところであります。例えば、
「古事記」と「日本書紀」とでは同一事象でも食い違いの部分があります。
　当由緒集についても、私たちの知る限りの情報を元に作成しましたが、
不明な点や謎の部分が多々あり、現時点での推測の域も入っています。今
後の考古学の進展や発掘調査等による解明に期待しつつも、後世に伝承し
ていく一つの試みになればと思っています。
　なお、皆様からの多くの情報を頂き、改訂版も作っていきたいと思って
いますので、事務局 (冊子の末尾に記載 )まで情報をいただければ幸いと存
じます。
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一丁 古墳群配置図

1 号墳トレンチ調査時の葺石

1 号墳（右が後方部）

　
存
在
は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成

二
十
二
年
度
の
植
林
事
業
を
き
っ
か
け
に
存
在

が
再
確
認
さ
れ
、
一
～
四
号
墳
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
三
日
総
社
市
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
総
社
市
教
育
委
員
会

の
調
査
に
よ
り
、
現
在
三
三
基
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。

　
一
号
墳
は
、
標
高
一
八
九
メ
ー
ト
ル
の
急
峻

な
尾
根
上
に
あ
り
、
発
掘
さ
れ
た
埴
輪
な
ど
か

ら
、
四
世
紀
前
半
に
築
造
さ
れ
た
前
方
後
方
墳

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
墳
長
は
全
長
七
〇

メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
、
斜
面
に
葺ふ
き
石い
し
が
め
ぐ
ら

さ
れ
て
い
る
。
埋
葬
施
設
は
、
蓋
石
ら
し
き
石

材
が
墳
頂
の
祭
祀
（
雨
乞
い
）
に
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
竪
穴
式
石
室
の
可
能
性

が
あ
る
。

　
当
古
墳
群
で
は
、
断
続
的
で
は
あ
る
が
四
世

紀
前
半
か
ら
七
世
紀
後
半
ま
で
幅
広
い
時
期
の

古
墳
が
築
か
れ
て
お
り
、
実
に
四
〇
〇
年
近
く

丘
陵
が
墓
域
と
し
て
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
周
辺
の
古
墳
も
含
め
る
と
、
六
〇
基
以
上

の
古
墳
が
築
か
れ
て
お
り
、
有
力
者
の
墓
で
あ

る
秦
上
沼
古
墳
、
金
子
石
塔
塚
古
墳
な
ど
の
存

在
も
併
せ
て
、
地
域
史
上
重
要
視
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

※
葺
石
の
、
葺
（
ふ
く
）
と
は
茅
（
か
や
）
な

ど
で
屋
根
を
覆
う
と
い
う
意
味
と
同
じ
で
、

古
墳
の
表
面
を
直
径
約
二
十
セ
ン
チ
の
石
で

覆
う
こ
と
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

一い
っ

丁ち
ょ
う
ぐ
ろ
古こ

墳ふ
ん
群ぐ

ん
由
緒

－ 1 －
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遥拝所（金子池堤防）正面の山が正木山

麻佐岐神社拝殿

麻佐岐神社を鳥居から拝む

一
、
鎮
座
地
　
　
総
社
市
秦
四
〇
三
五
番
―
一

一
、
社
　
格
　
　
式
内
社
　
村
社
（
明
治
四
十

年
）

一
、
御
祭
神
　
　
大
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
・
天
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神

一
、
創
　
建
　
　
不
詳
（
備
中
国
一
八
社
の

一
座
）（
平
成
二
十
五
年
四

月
再
建
時
の
棟
札
に
よ
る
と

三
七
七
年
頃
）

一
、
御
神
体
　
　
磐い
わ
座く
ら

一
、
祈
　
願
　
　
国
家
安
泰
・
家
内
安
全
・
五

穀
豊
穣

一
、
祭
　
日
　
　
毎
年
四
月
第
四
日
曜
日
（
現

在
）

一
、
由
　
緒

　
当
社
は
吉
備
の
国
最
古
の
創
建
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
、
鎮
座
地
の
全
山
を
正
木
山
（
標
高

三
八
一
メ
ー
ト
ル
）
と
称
し
、
御
祭
神
は
山
頂

の
磐
座
を
御
霊
代
（
ミ
タ
マ
シ
ロ
）
と
し
て
い

る
た
め
、
本
殿
は
な
く
、
山
腹
に
御
祓
谷
と
い

う
地
名
が
残
っ
て
お
り
、
祓
所
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　
御
祭
神
は
古
来
こ
の
磐
座
（
巨
岩
）
そ
の
も

の
と
云
わ
れ
、
磐
座
信
仰
の
姿
が
今
に
残
る
。

　
磐
座
と
は
、
岩
石
な
ど
に
神
を
招
い
て
祭
祀

を
行
う
神
聖
な
磐
境
（
い
わ
さ
か
）、
岩
肌
の

あ
る
場
所
や
見
晴
ら
し
の
良
い
高
山
や
容
易
に

近
づ
け
な
い
山
頂
な
ど
で
あ
る
。

　
岡
山
藩
主
池
田
候
が
、
干
ば
つ
の
時
に
雨
乞

い
の
祈
願
所
と
定
め
、
非
常
の
災
害
、
流
行
病

な
ど
が
起
き
た
と
き
に
は
藩
主
が
祈
願
の
奉
幣

を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
享
保
一
八
丑
歳
五

月
（
一
七
七
三
年
）
岡
山
藩
池
田
継
政
の
自
筆

に
よ
る
五
穀
成
就
祈
願
の
守
箱
が
現
存
す
る
。

　
御
祭
神
は
備
中
誌
に
は
天
照
大
神
、
吉
備
郡

神
社
誌
に
は
大お

お
く
に
た
ま
の
か
み

国
魂
神
（
大
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
と
同
じ
）

と
あ
り
、「
日
本
書
紀
」
本
文
に
よ
る
と
ス
サ

ノ
オ
の
息
子
と
さ
れ
て
い
る
大
国
主
命
を
祀
る

神
社
の
代
表
は
出
雲
大
社
で
、
大
国
主
命
は
大

国
を
治
め
る
帝
王
の
意
で
あ
る
。

　
磐
座
を
取
り
囲
ん
だ
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
的

な
石
の
配
列
さ
れ
て
い
る
磐い
わ

境さ
か

が
あ
る
。

　
過
去
の
拝
殿
再
建
履
歴
は
、
明
治
四
十
五
年

三
月
（
一
九
一
二
年
）、
平
成
二
十
五
年
四
月

（
二
〇
一
三
年
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月
　

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

麻ま

佐さ

岐き

神じ
ん
社じ

ゃ
由
緒

－ 2 －－ 3 －
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最上部の磐座

石畳神社鳥居

石畳神社ご神体（磐座）

一
、
鎮
座
地
　
　
総
社
市
秦
三
九
九
五
番
地

一
、
社
　
格
　
　
式
内
社
　
村
社
（
明
治
四
十

年
）

一
、
御
祭
神
　
　
経ふ

津つ

主ぬ
し
の
神か
み

一
、
創
　
建
　
　
不
詳
（
備
中
国
十
八
社
の
一

座
）

一
、
御
神
体
　
　
大
岩
塊
（
高
さ
約
六
〇
メ
ー

ト
ル
の
石
柱
・
磐
座
）

一
、
祈
　
願
　
　
水
運
・
灌
漑

一
、
祭
　
日
　
　
毎
年
七
月
第
一
日
曜
日
（
現

在
）

一
、
由
　
緒

　
祭
神
の
経
津
主
神
は
国
譲
り
神
話
に
登
場
す

る
神
で
あ
る
。「
ふ
つ
」
は
刀
剣
で
物
が
プ
ッ

ツ
リ
と
断
ち
切
ら
れ
る
様
を
表
す
も
の
で
、
刀

剣
の
威
力
を
神
格
化
し
た
神
で
あ
る
と
い
う
説

の
ほ
か
、
神
武
天
皇
に
与
え
た
刀
で
あ
る
布
都

御
魂
（
ふ
つ
の
み
た
ま
）
を
神
格
化
し
た
も
の

で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
石
畳
神
社
は
古
来
よ
り
本
殿
を
設
け
ず
高
梁

川
が
大
き
く
曲
が
る
淵
に
聳そ
び
え
る
約
六
十
㍍
の

大
岩
塊（
石
柱・磐
座
）を
霊
代「
よ
り
し
ろ
」（
神

霊
が
招
き
寄
せ
ら
れ
て
乗
り
移
る
も
の
）
と
し

て
お
祀
り
を
し
て
い
る
。

万
葉
集
に
「
石
畳
さ
か
し
き
山
と
知
り
な
が
ら

我
は
恋
し
く
友
な
ら
な
く
に
・
・
・
」
と
詠
わ

れ
て
い
る
。

　
高
梁
川
は
古
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
水
運
と

灌
漑
の
両
面
に
お
い
て
極
め
て
大
切
な
も
の
で

あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
そ
の
高
梁
川
は
暴
れ
川

で
洪
水
に
よ
る
災
害
が
多
く
川
の
氾
濫
を
鎮
め

る
た
め
に
祭
祀
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　
拝
殿
は
御
神
体
の
大
岩
塊
（
石
柱
・
磐
座
）

の
真
下
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
年
「
豪
渓
秦

橋
」
を
架
け
る
時
現
在
の
所
に
移
転
さ
れ
、
当

時
は
屋
台
も
出
て
参
拝
者
も
多
く
盛
大
に
行
わ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
橋
の
な
い
頃
は
、
豪
渓
駅

へ
は
渡
し
舟
で
行
き
、
ま
た
福
谷
地
区
と
の
往

来
は
ご
神
体
を
取
り
巻
く
よ
う
に
、
川
の
中
に

造
っ
た
道
を
歩
い
て
い
た
が
、
昭
和
二
〇
年
の

大
洪
水
に
よ
り
道
が
な
く
な
り
、
昭
和
二
十
二

年
頃
に
ご
神
体
の
磐
座
に
ト
ン
ネ
ル
を
造
り
、

交
通
の
便
が
一
段
と
良
く
な
っ
た
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月
　

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

石い
わ

畳だ
た
み
神じ

ん
社じ

ゃ
由
緒
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秦原廃寺の瓦（総社市埋蔵文化財学習の館保管）

南門の柱（高野槇）（総社市埋蔵文化財学習の館保管）

秦原廃寺跡

　
飛
鳥
時
代
の
創
建
と
さ
れ
、
聖
徳
太
子
の
建

立
に
か
か
わ
る
四
六
ヶ
寺
の
一
つ
（
吉
備
郡
誌

に
よ
る
）、
現
時
点
で
中
四
国
最
古
の
寺
院
跡

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
渡
来
系
氏
族
で
あ
る
秦

氏
の
氏
寺
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
寺
域
は
東
西
一

町
（
約
一
〇
八
メ
ー
ト
ル
）、
南
北
一
町
ま
た

は
一
町
半
（
約
一
六
二
メ
ー
ト
ル
）
と
想
定
さ

れ
る
。
南
北
一
町
の
場
合
は
、
法
隆
寺
近
隣
に

あ
る
法
起
寺
（
世
界
遺
産
）
と
同
じ
伽
藍
配
置

と
な
り
、
南
北
一
町
半
の
場
合
は
、
四
天
王
寺

式
の
伽
藍
配
置
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
由
緒
地
に
は
巨
大
な
礎
石
が
残
り
南
門
・
塔
・

金
堂
の
ほ
か
、
講
堂
な
ど
の
建
物
も
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
飛
鳥
様
式
の
単
弁
あ
る
い
は
素

弁
の
八
葉
蓮
花
文
軒
丸
瓦
や
、
吉
備
寺
式
と
呼

ば
れ
る
独
特
の
文
様
を
持
っ
た
軒
丸
瓦
・
鬼
瓦

な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
側
に
あ
る

秦
天
神
社
境
内
で
、
瓦
の
窯
跡
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。

　
昭
和
四
十
年
、
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る

土
地
改
良
事
業
工
事
で
、
南
門
の
柱
の
高
野
槇

が
発
見
さ
れ
総
社
市
南
溝
手
の
総
社
市
埋
蔵
文

化
財
学
習
の
館
に
展
示
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、礎
石
は
各
地
に
分
散
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
は
秦
小
学
校
校
庭
に
設
置
展

示
し
て
あ
る
。

　
昭
和
三
十
四
年
三
月
二
十
七
日
、
岡
山
県
史

跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月
　

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

　

秦は
だ
原わ

ら
廃は

い
寺じ

由
緒

－ 4 －－ 5 －
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本殿及び拝殿

姫社神社鳥居

姫社神社

一
、
鎮
座
地
　
　
総
社
市
福
谷
一
四
二
三
番
地

一
、
社
　
格
　
　
式
外
社
　
村
社

一
、
創
　
建
　
　
不
詳

一
、
御
祭
神
　
　
比ひ

売め

語こ

曾そ
の
神か
み
（
阿あ

加か

流る

比ひ

売め
の

命み
こ
と）

一
、
祭
　
日
　
　
春
祭
（
五
月
十
三
日
）、
秋

季
大
祭
（
十
月
第
二
土
・
日

曜
日
、
新
嘗
祭
（
十
一
月

三
十
日
）（
現
在
）

一
、
由
　
緒

　
古
事
記
に
よ
る
と
応
神
天
皇
の
代
に
新
羅
の

王
子
、
天あ

め
之の

日ひ

矛ぼ
こ
（
天
日
槍
）
は
美
人
の
「
阿あ

加か

流る

比ひ

売め

」
を
妻
と
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
、

王
子
が
罵
っ
た
の
で
、
自
分
の
祖
国
に
帰
る
と

言
っ
て
日
本
へ
逃
げ
て
来
た
。
そ
の
後
、
王
子

も
妻
を
追
っ
て
日
本
に
来
た
と
あ
る
。
阿あ

加か

流る

比ひ

売め

の
誕
生
の
説
話
に
は
、聖
な
る
神
の
石（
赤

い
石
）
か
ら
聖
な
る
乙
女
が
誕
生
す
る
と
い
う

神し
ん
女に
ょ
神し
ん
石せ
き
誕
生
伝
承
も
あ
る
。

　
天
之
日
矛
の
渡
来
集
団
に
象
徴
さ
れ
る
文
化

に
は
、
製
鉄
技
術
が
あ
る
。

　
天
之
日
矛
の
妻
「
阿
加
流
比
売
」
は
比
売
語

曾
神
と
も
呼
ば
れ
、製
鉄
の
神
と
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
メ
コ
ソ
神
社
と
呼
ば
れ
る
神
社
は
全
国
に
あ

り
、
当
地
総
社
市
福
谷
の
姫
社
神
社
、
佐
賀
県

鳥
栖
市
姫
方
の
姫
社
、
大
分
県
東
国
東
郡
姫
島

村
の
比
売
語
曽
社
、
難
波
の
比
売
碁
曾
神
社
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ル
ー
ト
と
し
て
は
北
九
州

か
ら
瀬
戸
内
海
、
そ
し
て
難
波
へ
と
伝
わ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
吉
備
の
国
が
、
製
鉄
王
国
で
あ
っ
た
と
考

え
る
理
由
に
は
、
高
梁
川
西
岸
・
新
本
川
流

域
な
ど
、
吉
備
に
製
鉄
関
連
の
遺
跡
が
多
く
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
当
地
を
渡
来
系
の

秦
氏
が
住
ん
だ
地
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
秦
氏
と

天
之
日
矛
、
阿
加
流
比
売
を
関
連
付
け
る
説
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
姫
社
神
社
の
建
立
に
秦
氏
が

関
わ
っ
た
可
能
性
も
出
て
く
る
。
天
文
元
年

（
一
五
三
二
年
）
以
前
に
姫
社
祭
り
が
行
わ
れ

て
い
た
と
い
う
古
文
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
姫
社

神
社
は
古
来
の
由
緒
あ
る
神
社
で
あ
る
。な
お
、

現
在
の
本
殿
の
屋
根
葺
き
替
え
（
銅
板
）
は
平

成
七
年
、
拝
殿
は
平
成
三
年
改
築
さ
れ
た
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月
　

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

姫ひ
め
社こ

そ
神じ

ん
社じ

ゃ
由
緒
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金
子
古
墳
群
は
、
総
社
市
秦
奥
場
に
所
在
す

る
。
奥
場
古
墳
群
中
の
一
つ
で
、
奥
場
二
号
墳

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
古
墳
の
形
態
は
楕

円
形
で
、
墳
長
は
南
北
二
六
メ
ー
ト
ル
、
東
西

二
〇
メ
ー
ト
ル
、高
さ
三
～
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
全
長
一
一・
六
五
メ
ー
ト
ル
の
左
片
袖
の
横

穴
式
石
室
を
も
ち
、
玄
室
は
長
さ
五・
五
メ
ー

ト
ル
、
床
面
幅
一・九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二・四

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
中
に
は
家
形
石
棺
が
置
か

れ
、
そ
の
材
質
は
井
原
市
で
産
出
す
る
貝
殻
石

灰
岩
（
浪
形
石
）
で
あ
る
。

　
石
室
内
か
ら
は
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
耳
輪
、

玉
類
、
馬
具
、
鉄
刀
、
鉄
鏃
の
ほ
か
、
冠
ま
た

は
飾し
ょ
く
り履
と
推
測
さ
れ
る
金
銅
製
亀
甲
文
板
片
等

が
出
土
し
て
お
り
、
相
当
地
位
の
高
い
人
が
葬

ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
墳
丘
と
遺
物
の
内
容
か
ら
、
築
造
時
期
は
古

墳
時
代
後
期
（
六
世
紀
後
半
）
と
考
え
ら
れ
、

周
辺
の
古
墳
群
と
併
せ
て
吉
備
の
古
代
史
解
明

の
上
で
大
き
な
謎
と
ロ
マ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

金か
な
子ご

石せ
き
塔と

う
塚づ

か
古こ

墳ふ
ん
由
緒

古墳への道案内板

石室入口

石室入口
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秦原廃寺の瓦の窯跡がこの境内の地面の下にある。

秦天神社鳥居

本殿及び拝殿

一
、
鎮
座
地
　
　
総
社
市
秦
二
二
九
七
番
地

一
、
創
　
建
　
　
不
詳

一
、
社
　
格
　
　
村
社

一
、
御
祭
神
　
　
菅す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね
こ
う

原
道
真
公
（
八
四
五

～
九
〇
三
年
）

一
、
祈
　
願
　
　
学
業
成
就
・
国
家
安
泰
・
家

内
安
全
・
五
穀
豊
穣

一
、
祭
　
日
　
　
毎
年
十
月
第
三
日
曜
日
（
現

在
）

一
、
由
緒

　
天
満
宮
は
「
天
神
」（
て
ん
じ
ん
）、「
天
神

さ
ま
」「
天
神
さ
ん
」
と
も
呼
ば
れ
て
全
国
に

あ
る
。
正
式
の
社
名
は
、
天
満
神
社
（
て
ん
ま

ん
じ
ん
じ
ゃ
）、
祭
神
の
生
前
の
名
前
か
ら
菅

原
神
社
（
す
が
わ
ら
じ
ん
じ
ゃ
）
な
ど
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

　
政
治
的
不
遇
を
被
っ
た
道
真
の
怒
り
を
鎮
め

る
た
め
に
神
格
化
し
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

御
霊
信
仰
の
代
表
的
事
例
で
あ
る
。道
真
を「
天

神
」
と
し
て
祀
る
信
仰
を
天
神
信
仰
と
い
う
。

　
道
真
が
亡
く
な
っ
た
後
、
平
安
京
で
雷
な
ど

の
天
変
が
相
次
ぎ
、
清
涼
殿
へ
の
落
雷
で
大
納

言
の
藤
原
清
貫
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
道

真
と
雷
の
神
で
あ
る
天
神
（
火
雷
天
神
）
と
が

同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
道
真
は
学
問
の
神
様
、
誠
心
の
神
様
と
し
て

全
国
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

　
過
去
の
再
建
履
歴
は
、
本
殿
、
幣
殿
は
宝

暦
四
年
四
月
（
一
七
五
四
年
）、
拝
殿
は
享
保

十
五
年
六
月
（
一
七
三
〇
年
）、
幣
殿
、
拝
殿

安
政
六
年
九
月
（
一
八
五
九
年
）、
隋
神
門
は

享
保
二
十
一
年
一
月
（
一
七
三
六
年
）
及
び
慶

応
三
年
十
二
月
（
一
八
六
七
年
）
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月
　
　
　

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

秦は
だ
天て

ん
神じ

ん
社じ

ゃ
由
緒

－ 6 －－ 7 －



“秦の郷”史跡巡り “秦の郷”史跡巡り“秦の郷”史跡巡り “秦の郷”史跡巡り

八幡神社跡（元八幡）

八幡神社鳥居

八幡神社鳥居

一
、
鎮
座
地
　
　
総
社
市
秦
一
六
一
六
番
地

一
、
創
　
建
　
　
不
詳

一
、
社
　
格
　
　
村
社

一
、
御
祭
神
　
　
仲
哀
天
皇
、
応
神
天
皇
、
神

功
皇
后

一
、
祈
　
願
　
　
国
家
安
泰
・
家
内
安
全
・
五

穀
豊
穣

一
、
祭
　
日
　
　
毎
年
十
月
第
三
日
曜
日
（
現

在
）

一
、
由
　
緒

　
当
社
は
、
昔
「
秦
原
の
郷
」
橋
本
の
庄
（
現

総
社
市
秦
付
近
）
を
氏
子
区
域
に
持
つ
お
社
で

あ
り
、
現
在
の
地
よ
り
村
道
（
山
道
）
を
約

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
登
っ
た
野
呂
の
地
に
鎮
座
し

て
い
た
。
そ
の
地
は
現
在
の
サ
ン
ト
ピ
ア
岡
山

総
社
の
裏
の
地
（
プ
ー
ル
側
）
に
あ
る
。

　
当
場
所
は
正
木
山
を
望
む
地
に
あ
り
、
元
八

幡
と
呼
び
、
隣
地
に
は
神
宮
寺
跡
も
あ
り
、
元

禄
七
年
（
一
六
九
四
年
）、
現
在
の
地
に
鎮
座

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
神
宮
寺
古
川
坊
は
寛

文
七
年
（
一
六
六
七
年
）
還
俗
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
備
前
仏
法
沙
汰
に
よ
り
、
寺
院
淘
汰

は
神
宮
寺
、
福
谷
の
観
音
寺
、
秦
下
の
光
禅
寺
、

南
秦
の
金
龍
寺
で
あ
る
。

　
武
家
の
守
護
神
で
あ
る
八
幡
神
自
体
が
「
八

幡
大
菩
薩
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
神
仏
習
合
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
幕
府
や
地
方
領
主

に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
、
全
国
で
祈
祷
寺
と
し
て

栄
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
八
幡
神
社
は
、
秦
氏
が
建
立
に
関
わ
っ
た
と

す
る
説
も
あ
る
。

　
過
去
の
再
建
履
歴
は
、
本
殿
は
元
禄
七
年
四

月
（
一
六
九
四
年
）、
幣
殿
、
拝
殿
は
宝
暦
三

年
三
月
（
一
七
五
三
年
）
及
び
弘
化
二
年
十
一

月
（
一
八
四
五
年
）、
隋
神
門
は
享
保
一
七
年

三
月
（
一
七
三
二
年
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
後
、
隋
神
門
は
台
風
で
倒
壊
し
た
た
め
昭
和

二
十
九
年
再
建
さ
れ
た
。
な
お
、
鳥
居
の
基
礎

の
石
に
秦
原
廃
寺
の
礎
石
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

秦は
だ
八は

ち
幡ま

ん
神じ

ん
社じ

ゃ
由
緒
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金毘羅神社鳥居

社務所

拝殿

一
、
創
　
建
　
　
江
戸
中
期
？

一
、
御
祭
神
　
　
大お
お
物も
の

主ぬ
し
の
神か
み
（「
も
の
」
は
畏い

怖ふ

す
べ
き
霊れ
い
威い

を
有
す
る
意

味
、「
ぬ
し
」
は
総
領
支
配

者
の
意
）

一
、
祈
　
願
　
　
交
通
安
全
、
稲
作
豊
穣
、
疫

病
厄
除
け

一
、
祭
　
日
　
　
三
月
第
二
日
曜
日
（
現
在
）

一
、
由
　
緒

　
従
来
は
福
谷
・
上
秦
地
区
で
管
理
し
て
い
た

が
、
荒
廃
し
て
石
垣
の
み
残
っ
て
い
た
の
で
、

平
成
七
年
秦
地
区
全
体
で
再
建
し
た
。

　
大
物
主
神
は
へ
び
神
で
あ
り
、
水
神
ま
た
は

雷
神
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

　
海
上
交
通
の
守
り
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お

り
、
漁
師
、
船
員
な
ど
海
事
関
係
者
の
崇
敬
を

集
め
る
。
神
徳
は
極
め
て
高
い
と
さ
れ
、
海
上

交
通
の
み
な
ら
ず
、
交
通
安
全
に
関
し
て
は
日

本
で
も
随
一
の
功
徳
を
誇
る
と
す
る
声
も
あ
が

る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
海
運
業
者
や
商
人
に
よ
っ
て
金
刀
比
羅
信
仰

が
日
本
中
に
広
め
ら
れ
た
。
国
の
守
護
神
で
あ

る
一
方
、祟
り
な
す
強
力
な
神
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　
金
毘
羅
神
社
は
、
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町

の
金
刀
比
羅
宮
を
総
本
宮
と
し
、
江
戸
時
代
に

分
社
が
各
地
に
作
ら
れ
た
が
、
明
治
維
新
に
よ

る
神
仏
分
離
、
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
神
仏
習
合

の
金
毘
羅
大
権
現
は
廃
止
さ
れ
、
大
物
主
神
を

主
祭
神
と
す
る
神
道
の
神
社
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
鳥
居
の
基
礎
の
石
に
秦
原
廃
寺
の
礎

石
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
手
水
鉢
に
も
礎

石
が
加
工
さ
れ
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

金こ
ん
毘ぴ

羅ら

神じ
ん
社じ

ゃ
由
緒
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一
、
創
　
建
　
　
江
戸
中
期
？

一
、
御
祭
神
　
　
大お
お
物も
の

主ぬ
し
の
神か
み
（「
も
の
」
は
畏い

怖ふ

す
べ
き
霊れ
い
威い

を
有
す
る
意

味
、「
ぬ
し
」
は
総
領
支
配

者
の
意
）

一
、
祈
　
願
　
　
交
通
安
全
、
稲
作
豊
穣
、
疫

病
厄
除
け

一
、
祭
　
日
　
　
三
月
第
二
日
曜
日
（
現
在
）

一
、
由
　
緒

　
秦
下
・
南
秦
地
区
の
氏
子
の
金
比
羅
神
社
と

し
て
祀
っ
て
い
る
。

　
大
物
主
神
は
へ
び
神
で
あ
り
、
水
神
ま
た
は

雷
神
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

　
海
上
交
通
の
守
り
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お

り
、
漁
師
、
船
員
な
ど
海
事
関
係
者
の
崇
敬
を

集
め
る
。
神
徳
は
極
め
て
高
い
と
さ
れ
、
海
上

交
通
の
み
な
ら
ず
、
交
通
安
全
に
関
し
て
は
日

本
で
も
随
一
の
功
徳
を
誇
る
と
す
る
声
も
あ
が

る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
海
運
業
者
や
商
人
に
よ
っ
て
金
刀
比
羅
信
仰

が
日
本
中
に
広
め
ら
れ
た
。
国
の
守
護
神
で
あ

る
一
方
、
祟
り
な
す
強
力
な
神
と
も
さ
れ
て
い

る
。

　
金
毘
羅
神
社
は
、
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町

の
金
刀
比
羅
宮
を
総
本
宮
と
し
、
江
戸
時
代
に

分
社
が
各
地
に
作
ら
れ
た
が
、
明
治
維
新
に
よ

る
神
仏
分
離
、
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
神
仏
習
合

の
金
毘
羅
大
権
現
は
廃
止
さ
れ
、
大
物
主
神
を

主
祭
神
と
す
る
神
道
の
神
社
と
な
っ
た
。

　
現
在
の
拝
殿
は
平
成
十
三
年（
二
〇
〇
一
年
）

改
築
し
た
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

金こ
ん
毘ぴ

羅ら

神じ
ん
社じ

ゃ
由
緒
（
秦
下
・
南
秦
）

参道入り口

祭壇

拝殿
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総
社
市
秦
山
崎
に
所
在
す
る
前
方
後
円
墳
で

あ
る
。
金
子
古
墳
群
の
う
ち
の
一
基
で
、
金
子

十
号
墳
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
古
墳
の
規
模
は
、
後
円
部
が
直
径
約
三
〇

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
で
、
前
方

部
が
長
さ
約
三
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
四
メ
ー

ト
ル
、
最
大
幅
約
十
七・五
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、

墳
丘
全
長
は
約
六
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
前
方

部
を
北
西
方
向
に
向
け
る
。

　
墳
丘
の
形
態
的
特
徴
か
ら
、
四
世
紀
前
半
に

築
造
さ
れ
た
、
当
地
域
の
盟
主
を
葬
っ
た
古
墳

と
考
え
ら
れ
る
。
周
辺
に
は
葺
石
と
考
え
ら
れ

る
石
材
が
残
さ
れ
、
少
量
の
埴
輪
片
が
採
集
さ

れ
て
い
る
。

　
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、古
墳
自
体
の
謎
や
、

地
域
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
解
明
が
期
待
さ
れ

る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

秦は
だ
大お

お
ぐ
ろ
古こ

墳ふ
ん
由
緒

葺石

3D 画像（3 次元デジタル画像）岡山大学 新納教授より

左が後円部

－ 10 －－ 11 －



“秦の郷”史跡巡り “秦の郷”史跡巡り“秦の郷”史跡巡り “秦の郷”史跡巡り

神宮寺跡（サントピア岡山総社プール付近）

伯耆大山の大山様（地蔵堂）

智恵山 古川寺

　
天
台
宗
本
山
派
　
山
伏
寺
（
修
験
道
）
で
あ

り
、
御
本
尊
は
不
動
明
王
。

　
天
正
三
年（
一
五
七
五
年
）火
災
に
遭
い（
備
中

兵
乱
期
）、
古
文
書
等
消
失
し
た
た
め
詳
細
は
不

詳
で
あ
る
が
、現
存
す
る
古
文
書
等
か
ら
推
測
す

る
と
建
立
は
、
鎌
倉
時
代
（
一一
九
二
～
一
三
三
三

年
）と
思
わ
れ
る
。ま
た
、備
中
誌
に
は「
神
宮
寺

古
川
坊
は
大
字
秦
、
秦
下
、
山
崎
に
在
り
。
神
宮

寺
跡
約
三
段
歩
許
」
と
あ
り
、「
坊
跡
は
山
頂
に

在
り
て
地
域
広
く
頗
る
展
望
に
富
む
」と
あ
る
。

　「
黄き

薇び

古こ

簡か
ん

集し
ゅ
う」他

に
永
正
十
七
年（
一
五
二
〇

年
）、
総
社
市
八
代
木
村
山
城
主
上
野
伊
豆
守
光

済
か
ら
古
川
坊
の
山
伏
に
橋
本
荘
（
現
総
社
市

秦
付
近
）
の
「
橋
本
庄
十
三
社
」
の
祭
事
を
厳

重
に
行
う
よ
う
指
示
が
あ
り
、
古
川
坊
の
山
伏

が
管
理
す
る
神
社
名
と
そ
の
祭
り
を
遂
行
す
る

に
要
す
る
田
畑
が
与
え
ら
れ
た
。

　
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
年
）
岡
山
藩
主
池
田

光
政
の
備
前
佛
法
沙
汰
に
よ
り
、
住
職
還
俗
し

て
、
一
は
神
職
と
な
り
小
橋
大
膳
と
称
し
、
一

は
山
伏
古
川
寺
薬
師
院
に
分
か
れ
た
が
、
古
川

坊
「
是
は
も
と
寺
に
し
て
古
川
坊
と
一
山
な
り

し
な
り
」
と
し
て
そ
の
後
も
修
験
道
古
川
寺
と

し
て
地
域
の
繁
栄
・
安
泰
に
力
を
注
い
だ
。

　
旧
暦
二
十
八
日
を
不
動
祭
り
、
旧
暦
六
日
を

役
行
者
祭
り
、
お
月
様
を
祭
る
二
十
三
夜
祭
り

の
先
達
、
地
神
祭
を
行
い
、
年
末
に
は
旧
秦
村
一

円
に
ご
幣
を
切
っ
て
配
付
、
希
望
に
よ
り
家
祈
祷

に
も
出
向
い
て
い
た
。
ま
た
、
京
都
・
聖
護
院
に

新
し
い
住
職
が
就
任
し
た
時
、
天
皇
の
大
病
な

ど
に
は
、古
川
寺
の
山
伏
は
京
都
に
も
出
向
い
た
。

　
伯
耆
大
山
の
大
山
様
（
地
蔵
堂
）
も
祀
っ
て

あ
り
、
大
山
及
び
石
鎚
山
に
登
拝
し
て
い
た
。

　
古
川
寺
は
児
島
の
五
流
尊
瀧
院
の
山
伏
衆
徒

直
寺
院
と
し
て
熊
野
行
幸
、
大
峯
、
葛
城
金
峯

等
の
御
入
峯
に
は
、
五
流
長
床
勅
命
に
依
っ
て

其
の
先
達
を
拝
し
た
。

※
神
宮
寺
と
は
日
本
で
神
仏
習
合
思
想
に
基
づ

き
、
神
社
に
附
属
し
て
建
て
ら
れ
た
仏
教
寺

院
や
仏
堂
。
別
当
寺
、
神
護
寺
、
宮
神
と
も

い
う
。
平
安
時
代
、
仏
教
が
一
般
に
浸
透
し

始
め
る
と
、
日
本
古
来
の
宗
教
で
あ
る
神
道

と
の
軋
轢
が
生
じ
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
神
々
を

護
法
善
神
と
す
る
神
仏
習
合
思
想
が
生
ま
れ
、

寺
院
の
中
で
仏
の
仮
の
姿
で
あ
る
神
（
権
現
）

を
祀
る
神
社
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

智ち

恵え
い
山ざ

ん 

古ふ
る
川か

わ
寺じ

由
緒
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尼子谷の井戸（荒平山城跡から約15㍍下がった所）

七壇の砦
「日本城郭体系広島・岡山」新人物往来社より

荒平山城跡

　
築
城
は
永
享
年
間
以
前
（
一
四
二
九
～

一
四
四
〇
年
）
に
地
元
の
豪
族
、川
西
（
河
西
）

氏
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
説
に
は
総
社
宮
造
営
の
遷
宮
祭
が
永
享
元

年
（
一
四
二
九
年
）
十
一
月
二
十
八
日
に
盛
大

に
挙
行
さ
れ
た
と
あ
り
、
式
衆
六
十
名
、
お
供

二
〇
〇
名
を
従
え
て
仮
宮
か
ら
本
殿
へ
遷
宮
さ

れ
た
。
そ
の
中
に
願
主
目
代
安
富
次
郎
兵
衛
盛

光
、
守
護
代
庄
甲
斐
守
、
守
護
代
石
川
源
左
衛

門
尉
、
井
山
寺
僧
侶
他
十
名
、
有
力
国
人
と
し

て
川
西
（
荒
平
山
城
主
）、土
肥
、土
師
、伊
達
、

並
び
に
近
辺
の
城
主
等
に
十
名
の
姓
が
み
ら
れ

る
と
あ
る
。

　
天
守
閣
を
持
た
な
い
戦
時
の
み
の
山
城
で
、

平
時
は
麓
（
平
城
地
区
？
）
に
館
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
通
称
城
山
と
呼
ん
で
い
る
尾
根
上

に
あ
り
、も
っ
と
も
高
い
所
は
約
一
九
一
㍍
で
、

全
長
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
、
尾
部
は
堀

切
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
三
方
は
断
崖
で
要
害

の
地
に
あ
り
、
防
御
柵
と
土
塀
で
造
っ
た
七
壇

の
砦
で
で
き
て
い
る
。
ま
た
、西
の
「
尼
子
谷
」

に
は
井
戸
が
あ
り
今
な
お
水
を
湛
え
て
い
る
。

　
天
正
年
間
（
一
五
七
三
年
～
一
五
八
五
年
）

の
備
中
兵
乱
期
に
は
川
西
氏
が
三
村
氏
（
備
中

松
山
城
主
　
三
村
元
親
）
に
味
方
し
た
た
め
、

天
正
三
年
（
一
五
七
五
年
）
一
月
十
七
日
に
毛

利
勢
に
攻
め
ら
れ
た
が
、
城
兵
は
反
撃
し
敵
は

数
百
人
が
川
へ
追
い
立
て
ら
れ
討
ち
取
ら
れ

た
。

　
こ
の
た
め
小
早
川
隆
景（
毛
利
元
就
の
三
男
）

の
命
を
受
け
た
城
主
川
西
三
郎
左
衛
門
之
秀
の

親
族
の
中
島
元
行
が
、
居
城
・
領
地
の
安
堵
を

条
件
に
毛
利
方
に
加
わ
る
よ
う
之
秀
に
進
め

た
。
し
か
し
、
之
秀
は
「
数
代
に
わ
た
る
三
村

の
親
類
」で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
こ
れ
を
断
り
、

「
籠
城
の
諸
勢
を
助
け
て
く
れ
る
な
ら
、
四
国

へ
退
く
」
と
約
束
し
、
下
城
し
備
前
国
児
島
を

経
て
讃
岐
の
由
佐
左
京
進
秀
盛
の
も
と
に

落
ち
て
い
っ
た
。

　
荒
平
山
城
は
備
中
兵
乱
に
よ
り

一
五
七
五
年
一
月
十
九
日
毛
利
方
の
小
早

川
勢
に
よ
っ
て
落
城
。
こ
れ
以
降
、
廃
城

と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

荒あ
ら
ひ
ら
や
ま
じ
ょ
う
せ
き

平
山
城
跡
由
緒

　
旧
暦
二
十
八
日
を
不
動
祭
り
、
旧
暦
六
日
を

役
行
者
祭
り
、
お
月
様
を
祭
る
二
十
三
夜
祭
り

の
先
達
、
地
神
祭
を
行
い
、
年
末
に
は
旧
秦
村
一

円
に
ご
幣
を
切
っ
て
配
付
、
希
望
に
よ
り
家
祈
祷

に
も
出
向
い
て
い
た
。
ま
た
、
京
都
・
聖
護
院
に

新
し
い
住
職
が
就
任
し
た
時
、
天
皇
の
大
病
な

ど
に
は
、古
川
寺
の
山
伏
は
京
都
に
も
出
向
い
た
。

　
伯
耆
大
山
の
大
山
様
（
地
蔵
堂
）
も
祀
っ
て

あ
り
、
大
山
及
び
石
鎚
山
に
登
拝
し
て
い
た
。

　
古
川
寺
は
児
島
の
五
流
尊
瀧
院
の
山
伏
衆
徒

直
寺
院
と
し
て
熊
野
行
幸
、
大
峯
、
葛
城
金
峯

等
の
御
入
峯
に
は
、
五
流
長
床
勅
命
に
依
っ
て

其
の
先
達
を
拝
し
た
。

※
神
宮
寺
と
は
日
本
で
神
仏
習
合
思
想
に
基
づ

き
、
神
社
に
附
属
し
て
建
て
ら
れ
た
仏
教
寺

院
や
仏
堂
。
別
当
寺
、
神
護
寺
、
宮
神
と
も

い
う
。
平
安
時
代
、
仏
教
が
一
般
に
浸
透
し

始
め
る
と
、
日
本
古
来
の
宗
教
で
あ
る
神
道

と
の
軋
轢
が
生
じ
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
神
々
を

護
法
善
神
と
す
る
神
仏
習
合
思
想
が
生
ま
れ
、

寺
院
の
中
で
仏
の
仮
の
姿
で
あ
る
神
（
権
現
）

を
祀
る
神
社
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会
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平
安
初
期
、
現
在
の
井
堰
よ
り
約
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
下
流
の
六
本
柳
（
通
称
六
本
）
に

井
堰
が
造
ら
れ
た
が
川
の
流
れ
の
変
化
に
よ
っ

て
、
用
水
の
取
入
れ
が
難
し
く
な
り
、
そ
の
後
、

現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
平
安
末
期
に
妹せ
の

尾お

兼か
ね

康や
す
（
平
家
の

有
力
な
家
人
）
に
よ
っ
て
大
改
修
が
行
わ
れ
現
在

の
よ
う
な
用
水
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
総
社
市
域
・
岡
山
市
域
・
倉
敷
市
域
に

か
か
る
県
下
最
大
規
模
の
灌
漑
用
水
で
あ
る
。

　
十

じ
ゅ
う
二に

箇か

郷ご
う
と
は
刑お
し
か部べ

郷ご
う
・
真ま

壁か
べ
郷ご
う
・
矢や

田た

部べ

郷ご
う
・
三み

輪わ

郷ご
う
・
三み

須す

郷ご
う
・
服は
っ

部と
り

郷ご
う
・
庄
し
ょ
う

内な
い

郷ご
う
・

加か

茂も

郷ご
う
・
庭に
わ
瀬せ

郷ご
う
・
撫な
つ
川か
わ
郷ご
う
・
庄
し
ょ
う
郷ご
う
・
妹せ
の
尾お

郷ご
う

を
指
す
。

　
江
戸
時
代
は
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
か
ら
選
ば
れ
た

惣そ
う

代だ
い

出で

役や
く

の
合
議
に
よ
っ
て
管
理
・
運
営
さ
れ
、

高
梁
川
か
ら
引
水
し
た
。

　
引
水
は
、
高
梁
川
左
岸
の
井
尻
野
地
区
に
あ

る
「
湛
井
堰
」
を
通
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

た
め
、
対
岸
は
用
水
網
の
範
囲
外
で
あ
っ
た
。

加
え
て
、
十
二
箇
郷
が
高
梁
川
の
水
利
権
を
独

占
し
て
い
た
た
め
、
秦
地
区
は
高
梁
川
に
望
ん

で
い
な
が
ら
ま
っ
た
く
取
水
権
を
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
秦
は
溜
池
頼
り

で
農
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
農
業
構
造
改
善

事
業
に
伴
い
昭
和
三
十
八
年
、
秦
地
域
の
水
利

権
が
確
立
さ
れ
溜
池
は
現
在「
上
秦
大
池
」、「
金

子
大
池
」
の
二
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月
　

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

湛た
た
井い

堰ぜ
き

十じ
ゅ
う
二に

箇か

郷ご
う
由
緒

湛井堰の築造風景（昭和 27 年）

兼康神社本殿及び拝殿（総社市井尻野）

湛井合同井堰
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江
戸
中
期
　
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
年
）
に

倉
敷
市
玉
島
上
成
の
庄
屋
・
牧
屋
の
跡
取
り
と

し
て
生
ま
れ
た
。
徳
兵
衛
は
若
く
し
て
剣
術
・

柔
術
の
稽
古
に
精
進
し
、
免
許
皆
伝
の
腕
前
と

な
っ
た
が
、
二
十
五
歳
で
父
と
死
別
。
庄
屋
を

務
め
る
も
、
性
に
合
わ
ず
二
十
五
歳
の
時
、
浪

華
に
出
て
侠
き
ょ
う
客か
く
に
身
を
投
じ
、
義
侠
心
と
道
理

の
通
ら
ぬ
こ
と
に
は
一
歩
も
引
か
な
い
男
気
に

浪
華
の
民
衆
は
「
一
寸
徳
兵
衛
」
と
愛
称
し

慕
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
ダ
ン
ジ
リ
争
い
で
相

手
方
の
ダ
ン
ジ
リ
前
に
大
の
字
に
横
た
わ
り
自

分
方
の
ダ
ン
ジ
リ
を
助
け
た
り
、
知
り
合
い
の

芸
妓
に
横
恋
慕
す
る
剣
術
の
先
生
を
や
っ
つ
け

た
り
と
い
っ
た
類
の
武
勇
伝
を
多
く
残
し
、
浪

華
き
っ
て
の
男
伊
達
と
し
て
鳴
ら
し
た
。
歌
舞

伎
「
夏
な
つ
ま
つ
り祭

浪な
に
わ
か
が
み

花
鑑
」
で
は
主
役
の
団
七
九
朗
兵

衛
と
義
兄
弟
の
契
り
を
交
わ
す
準
主
役
と
し
て

登
場
。
ま
た
、
浄
瑠
璃
で
の
最
終
幕
は
、
玉
島

の
徳
兵
衛
生
家
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。

　
浪
華
で
八
年
間
過
ご
し
た
が
、
最
後
玉
島
生

家
に
戻
り
三
十
五
歳
の
若
さ
で
病
に
倒
れ
た
。

庄
屋
　
牧
家
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。

幼
少
（
幼
名
・
磯
之
丞
）
の
徳
兵
衛
は
、
当
時

の
習
慣
に
従
っ
て
、
秦
の
親
戚
（
松
永
家
）
に

里
子
と
し
て
預
け
ら
れ
、
十
七
歳
に
な
る
ま
で

育
て
ら
れ
た
。歌
舞
伎
で
有
名
に
な
っ
た
の
で
、

徳
兵
衛
と
ゆ
か
り
の
あ
っ
た
人
々
が
新
し
く
墓

を
建
て
た
。
石
畳
神
社
の
鳥
居
の
隣
に
明
治

四
十
五
年
（
大
正
元
年
）
五
月
吉
日
に
「
一
寸

徳
兵
衛
之
墓
」
が
あ
り
松
永
姓
建
立
と
あ
る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

一い
っ
寸す

ん
徳と

く
兵べ

衛え

由
緒

浄瑠璃「夏祭浪花鑑」の講演会
（中央　一寸徳兵衛を演ずる中村吉右衛門）（同左）

初代　中村吉右衛門による「一寸徳兵衛」
（玉島テレビ放映より）

一寸徳兵衛之墓（秦石畳神社　鳥居の左側）
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姫社神社

秦原廃寺の瓦

秦原廃寺跡

　
日
本
書
紀
で
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
応
神
天
皇
の
時
代
に
秦
氏
の
祖
で
あ
る

「
夕ゆ
づ
き
の
き
み

月
君
」
が
百
数
十
県
の
民
、
数
万
人
を
率

い
て
、
百
済
か
ら
渡
来
し
て
き
た
と
い
う
。
し

か
し
、
秦
氏
（
は
た
し
）
の
研
究
で
発
掘
さ
れ

た
遺
跡
に
は
新
羅
系
の
物
が
多
く
、
現
在
は
秦

氏
を
新
羅
系
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
秦
氏

は
、土
木
、製
鉄
、養
蚕
、機
織
り
の
技
術
を
持
っ

て
渡
来
し
、
山
城
（
現
在
の
京
都
府
）
を
中
心

に
大
和
朝
廷
を
支
え
、
平
安
遷
都
に
も
大
活
躍

し
た
と
い
う
。
聖
徳
太
子
の
知
恵
袋
的
存
在
で

あ
っ
た
秦
氏
の
秦
河
勝
は
有
名
で
、
弥
勒
菩
薩

で
知
ら
れ
て
い
る
広
隆
寺
も
秦
氏
の
氏
寺
で
あ

る
が
、
そ
の
秦
氏
と
当
地
総
社
市
秦
と
の
関
係

は
、
き
わ
め
て
濃
厚
な
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
秦
氏
は
朝
鮮
半
島
に
辰
韓
を
つ
く
り
、
新
羅

を
経
て
、
ま
ず
は
九
州
北
部
豊
前
国
を
拠
点
に

し
、
そ
し
て
京
都
ま
で
最
先
端
の
文
明
を
持
ち

こ
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
岡
山
県
に

も
秦
氏
が
関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の

は
極
め
て
多
数
に
の
ぼ
り
、
法
然
上
人
の
母
も

秦
氏
で
あ
っ
た
と
い
う
。
県
内
に
秦
氏
に
関
係

す
る
事
物
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
当
地
秦
に
秦

氏
が
渡
来
し
て
住
み
着
い
た
と
い
う
明
確
な
根

拠
は
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は

高
い
と
言
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
物
的
な
証
拠
と
し
て
は
、
秦

原
廃
寺
の
瓦
の
文
様
と
秦
氏
の
氏
寺
で
あ
る

広
隆
寺
の
瓦
の
文
様
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。「
秦
原
廃
寺
の
一
帯
は
、
和

妙
抄
に
備
中
国
下
道
郡
秦
原
郷
で
古
代
に
渡
来

氏
族
の
居
住
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ

ろ
う
。」、「
秦
原
廃
寺
も
秦
氏
の
氏
寺
で
あ
っ

た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。」「
姫
社
神
社
も
新

羅
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
秦
氏
は
新
羅
か
ら
渡

来
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
有
力
で
あ

る
。」（
薬
師
寺
慎
一
編
著
　
古
代
史
辞
典
）
と

の
解
説
も
あ
る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月
　

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

渡と

来ら
い
人じ

ん
謎な

ぞ
の
秦は

た
氏し

の
由
来

－ 16 －
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